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夫婦

あなたはどんなｼﾆｱになりたいですか？
県民１６２人巻頭アンケートＶｏＬ１３

陸陰陰表紙よりつづき
②●、⑥⑤｡｡③⑥｡④④｡｡⑥｡｡●●●●｡●｡●

Ｑ２､老後に楽しみにしていることはありますか？

①｡②｡⑧｡、｡｡⑨｡●｡●｡｡⑨⑨②｡●●⑨●｡

Ｑ4.老後をいきいきと過ごすために必要なのは？
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Q3.あなたの老後の生活スタイルは？

ノ

友達と

少し前に、定年後にしたいことを聞いたある調査

結果を読んだ。その中で、一緒に旅行へ行きたい相

手の第１位が、男性は妻であったが、女性は女友達

だったと覚えている。男性と女性とで一緒に行きた

い相手が違うのは、旅行へのイメージが違っていた

のかもしれないが、消費行動から意識の特徴を把握

したい設問者の感覚が気になった。

地方の隅々まで、拝金主義というか貨幣経済の大

小で行動を決め、金銭で評価できないものは価値が

ないように扱われることが普通になってしまった。

金銭で計れない生活文化が軽視されていることは、

先進国と呼ばれる国だけに、とても残念だ。

日本のシニア世代を50,60歳代とするなら、人口

の年齢別分布図でいえば、左右に大きくふくらんだ

世代である。これまでの日本経済のなかで、大量消

費の動向に影響を与えてきた団塊の世代が含まれて

いる。

批判を覚悟で団塊の世代を評するなら、６０年代の

大学改革に代表される社会の変化の時代にそれぞれ

主張をし、大きな影響を与えてきたが、新しい社会

の形を創るには至らなかった。ならば、その多くが

シニア世代となったいま、あらたな制度づくりをな

せたのかどうか、あるいは、消費経済社会から循環

経済社会への社会変化を起こせたのかどうか。２０年

後には、団塊世代の評価が固まるだろう。

常に次の社会への絶え間ない変化への対応は、こ

れまでも取り組まれてきているが、いま社会構造の

要素がこれまでと大きく変わってきているのに、充

分な対応が見えてこない。今のシニア世代がシルバ

ー世代になった頃には、社会はもっと疲弊している

かもしれない。

ならばもう一度、社会と向き合う行動が必要だと

思うし、次こそ、新しい社会を形づくりたいのだと、

団塊世代のある知人が語った。生きるというのは、

難しい。

〃

評

、

、

アンケート：携帯情報メール発信会社｢i2メール」協力
県民：162名（回答数）男性SS名女性77名性別不明20名
10代…1名２０代…30名３０代…50名
40代…41名５０代以上…20名年齢不明…20名

【１１月号のアンケート】
次回１１月号は社会貢献をテーマにした巻頭アンケートを実施し
ます。読者の皆さんもぜひ、アンケートにご協力ください。詳し
くは「センターインフォメーション」をご覧ください。

ＣＯＮＴＥＮＴ５
巻頭コラムｅアンケートから考える

生きると(ま

にくやの骨のうずたかし…⑪
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、NPO法人宅老所｢はな」(福祉）
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【おうみ未来塾リレーエッセイ】

【NPOホームページ探検隊】
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注）平賀胤寿・木l､正実著にうち書房）の表題より



拡
大
、
環
境
汚
染
等
の
問
題
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

ま
た
、
人
々
の
暮
ら
し
方
や
世
帯
構
成
が
多
様
化
す

る
中
で
、
家
庭
に
お
い
て
は
母
親
の
孤
立
や
子
ど
も

の
非
行
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
引
き
こ
も
り
、
老
老

介
護
や
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の
増
加
に
よ
る
孤
独
死

な
ど
、
こ
れ
ま
で
個
人
の
問
題
、
家
庭
の
問
題
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
た
問
題
が
社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
社
会
課
題

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
社
会
的
に
支
援
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
出
て
き
た
の
は
、
自
然
な
こ
と
と
い
え
ま

す
。

特集集

■

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
必
要
な
支
援
策
に
つ
い
て
聞
く
と
、
多
く
の
場
合
筆
頭
に
「
資
金
援
助
」
が
上
が
っ
て
き
ま

し
い
公
共
の
担
い
手
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
期
待
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
滋
賀
県
内
に
お
い
て
も
市
民
活
動
を
対
象
と
し
た
補
助
金
・
助
成

度
を
作
る
自
治
体
等
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
そ
の
中
で
も
、
特
に
分
野
を
限
定
せ
ず
広
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
企
画
提
案

補
助
（
助
成
）
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
Ｎ
Ｐ
Ｏ
講
座
一
園

一
Ｎ
｜
顎
鮒
灘
霊
喬
雲

阪
神
淡
路
大
震
災
（
一
九
九
五
年
）
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
意
識
の
高
ま
り
や
、
非
営
利
の
市
民
活
動
団

体
が
法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
（
一
九
九
八
年
）
の
施
行
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

市
民
活
動
に
対
す
る
認
識
が
急
速
に
広
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
、
約
六
割
の
人
が
社
会
の
一
員
と
し
て
何

か
社
会
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
る

（
注
１
）
な
ど
、
地
域
の
課
題
を
他
人
や
行
政
任
せ
に

せ
ず
、
解
決
に
向
け
て
自
ら
が
積
極
的
に
関
わ
り
た

い
と
願
う
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

私
的
利
益
を
追
求
す
る
企
業
の
活
動
は
、
私
た
ち

に
経
済
的
・
物
質
的
な
豊
か
さ
と
と
も
に
、
周
期
的

な
不
況
や
そ
れ
に
伴
う
大
量
の
失
業
や
所
得
格
差
の

民
歪
面
公
募
型
補
助
（
助
唾
）
金
⑱

ｼＯｈ１ＭｅＥｿｮｮ

一
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
祷
徴

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
支
援
の
中
で
、
も
っ
と
も
直
接

的
な
も
の
が
、
資
金
の
提
供
で
す
。
た
だ
、
従
来
型

の
補
助
金
に
対
し
て
、
「
古
す
ぎ
て
補
助
を
始
め
た

経
過
が
分
か
ら
な
い
」
「
補
助
の
内
容
が
時
代
に
そ

ぐ
わ
な
い
の
に
既
得
権
化
し
て
や
め
ら
れ
な
い
」

「
目
的
が
不
明
瞭
」
「
申
請
の
チ
ェ
ッ
ク
が
甘
い
」

「
実
績
報
告
に
対
す
る
検
証
が
な
く
効
果
が
分
か
ら

な
い
」
「
団
体
の
自
立
（
律
）
性
を
損
ね
て
い
る
」

「
毎
年
同
じ
補
助
内
容
で
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
反
省
も
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

対
す
る
補
助
金
は
、
「
期
間
限
定
」
「
公
募
」
「
選
考

過
程
の
公
開
」
「
短
期
的
事
業
重
視
」
「
新
規
事
業
重

視
」
と
い
っ
た
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
草
津
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
団
が
行
っ
て
い
る
「
ひ
と
ま
ち
キ
ラ
リ

ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
」
は
、
助
成
期
間
は
最
長
で

二
年
で
す
し
、
大
津
市
の
ま
ち
づ
く
り
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
は
、
新
規
事
業
で
あ
れ
ば
同
一
団
体
で
も
再

一
次
ぺ
ｌ
ジ
ヘ
つ
づ
く

を
募
る

(注1）「社会意識に関する世論調査」（２００４年1月内閣府大臣官房政府広

報室）によると、５９．１％の人が「日頃社会の一員として何か社会のために役

に立ちたいと思っている」と回答しています。

？



募
型
鞠
荊
助
一
助
霞
一
金
腫
畦
肇

？

潅
画
よ
書

特
集
一
○
三
重
里
而
廷
、
酌

度
採
択
可
能
で
す
が
、
支
援
事
業
自
体
が
事
業
開
始

か
ら
三
年
間
、
二
○
○
六
年
度
を
も
っ
て
見
直
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
政
の
価
値
観
だ
け
で
判
断
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
補
助
を
受
け
る
こ
と
で
ど
れ
だ

け
社
会
に
貢
献
で
き
る
の
か
、
成
果
を
社
会
全
体
に

ア
ピ
ー
ル
し
、
社
会
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
選
考
の
方
法
と
し
て

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
注
２
）
が
行
わ
れ
た
り
、

審
査
員
に
民
間
人
や
有
識
者
が
加
わ
っ
た
り
、
過
程

や
結
果
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
さ
れ
た
り
、

事
業
完
了
後
の
報
告
会
が
公
開
で
開
催
さ
れ
る
な
ど

透
明
性
・
公
開
性
に
気
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

ｒ
ｌ
‐
ｌ
Ｌ
問
題
点

提
供
で
き
る
資
金
の
額
に
は
制
限
が
あ
る
わ
け

で
、
提
供
者
側
は
、
そ
の
中
で
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
チ

ャ
ン
ス
を
与
え
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
特
定
の
補
助
（
助
成
）
金
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
う
と
、
市
民
ニ
ー
ズ
か
ら
離
れ
た
事
業
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
り
、
そ
の
資
金
が
途
絶
え
る
と
活
動

が
停
止
す
る
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

提
供
者
側
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
以
前
か
ら
長
く
行
っ
て
き

た
事
業
や
組
織
の
運
営
に
か
か
る
経
費
よ
り
も
、
短

期
間
の
新
し
い
事
業
に
補
助
（
助
成
）
を
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
補
助
（
助
成
）
金

を
獲
得
す
る
た
め
に
目
新
し
い
事
業
に
安
易
に
飛
び

つ
く
と
、
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
、
従
来
の
事
業
も
十

市

ノ

崖
霊
園
塗
雲
麺
蒲
園
霞
豊
窒
金
鰯

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ
な
治
鍾
が
壷
哩
ま
ず
。

①
ひ
と
ま
ち
キ
ラ
リ
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成

（
二
○
○
一
年
度
～
）

草
津
市
で
は
第
四
次
総
合
計
画
で
「
市
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
掲
げ
て
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な

考
え
や
具
体
的
な
提
案
を
研
究
す
る
た
め
発
足
し
た

「
草
津
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
（

学
識
経
験
者
、
市
民
、
行
政
職
員
で
構
成
）
」
が
二

○
○
一
年
三
月
に
提
言
害
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の

中
で
「
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
支
援
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
が
必
要
」
と
の
提
言
が
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
具
体
的
に
整
備
さ
れ
た
の
が
「
ひ
と

ま
ち
キ
ラ
リ
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
」
で
す
。

こ
の
助
成
金
は
、
市
民
活
動
団
体
の
立
ち
上
げ
期

を
支
援
す
る
も
の
で
、
毎
年
一
団
体
柏
万
円
以
内
×

三
団
体
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
草
津
市

か
ら
原
資
の
補
助
を
受
け
、
草
津
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
業
団
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
比
較
的
少
額
の
助
成

金
で
申
請
用
紙
も
市
民
活
動
団
体
が
簡
単
に
作
成
で

き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
公
開
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
よ
っ
て
選
考
さ
れ
ま
す
。
単
な
る
資
金
面
の

分
で
き
な
い
ま
ま
組
織
が
疲
弊
し
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
申
請
す
る
場
合
は
補
助

（
助
成
）
金
の
し
く
み
が
自
分
た
ち
の
団
体
に
あ
っ
た

も
の
か
を
ど
う
か
考
え
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

県

Ｌ

内
⑱
事
例
蕊
滋
賀
県
閤
⑩
市
民
垂
画
公

雲毒吾篭りバワーアツプ悪霊

･藷戯支援事柴(圭窪》

◇歌業開始／2004年度
◇助成対象者／まちづくりを行う概ね１０人以

上の市民団体。
◇助成対象顎業／市民団体等が主体的に新たに
行うまちづくりの活動のうち、国、県および本
市等の他の補助制度の対象に該当しないもの
◇助成額／100万円まで

◇助成率（上限）／3分の２
◇助成期間／1年限定だが、新しい或業であれ

ば再度申請が可能
◇審査方法／謡類審査
◇募集時期／４月中旬～５月中旬頃
◇問合せ先／大津市政策調整部企画調整課

ＴＥＬＯ７７－５２Ｂ－２７Ｏ１

(注2）【公開プレゼンテーション】

補助や助成を受けたい事業の意図や計画について、審査員に対し口頭ある

いは機器を使いながら説明する様子を、広く一般に公開する方法のことです。
発表のあと審査員との質疑の時間が設けられていることが一般的です。

f-uI

－ー

罪

聯とま誉キラリ霞冨づ堂り這醐醐虚(重繍】

４.…………。

◇事業開始／２００１年度

◇助成対象者／団体または個人
◇助成対象事業／草津市のまちづくりを推進す

ることを目的とした活動
◇助成額／1年目は上限10万円、審査で継続が認

められた場合は2年目の上限20万円
◇助成率（上限）／1ｏo％
◇助成期間／最長2年
◇審査方法／公開ヒアリング

◇募集時期／６月頃
◇問合せ先／(財)草津市コミュニティ甑業団

ＴＥＬＯ７７－５６５－Ｏ４７７

、

滋賀県内の主な

市民企画公募型

補助(助成)金

〆



■凡Ｉ

集

■凡Ｉ

②
大
津
市
ま
ち
づ
く
り
バ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

（
二
○
○
四
～
二
○
○
六
年
度
）

大
津
市
は
大
津
市
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
「
大
津

維
新
」
に
お
け
る
重
点
施
策
で
あ
る
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
団
体
等
に
よ
る

主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
よ
う
と
、
一
一

○
○
四
年
に
市
民
活
動
団
体
を
対
象
と
し
た
公
募
型

補
助
金
の
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
政
策
調
整
部
企
画
調
整
課
が
担
当
す

る
「
活
動
支
援
事
業
」
と
都
市
計
画
部
ま
ち
づ
く
り

政
策
課
が
担
当
す
る
「
夢
実
現
事
業
」
の
二
つ
の
事

業
か
ら
な
り
ま
す
。
「
活
動
支
援
事
業
」
は
、
市
民

団
体
が
地
域
で
新
し
く
取
り
組
む
公
益
性
、
広
域
性

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
、
補

助
額
は
一
事
業
一
○
○
万
円
ま
で
。
「
夢
実
現
事
業
」

は
、
ま
ち
の
活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
る
よ
う
な
い
ま

ま
で
に
な
い
新
し
い
企
画
の
実
現
に
対
し
て
支
援
す

る
も
の
で
、
補
助
額
は
一
事
業
で
三
○
○
万
円
ま
で
。

特
に
夢
実
現
事
業
で
は
、
み
ん
な
が
夢
を
持
て
る
よ

う
な
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
事
業
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
事
業
の
硬
直
化
を
廃
す
る
た
め
、
当
初
か
ら
三
年

間
の
期
限
付
き
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

支
援
に
と
ど
ま
ら
な
い
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
、
助
成
を
通
じ
て
団
体
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
進
み
、
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
人
で
も
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

③
り
っ
と
う
ガ
ン
バ
ル
基
金

（
塞
宋
市
市
民
社
会
貢
献
活
動
促
進
基
金
補
助
金
／

二
○
○
四
～
二
○
○
六
年
度
）

二
○
○
三
年
二
月
に
「
市
民
活
動
に
か
か
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
行
っ
た
中
で
、
活
動
を
行
う
た
め
の
資

金
面
で
の
援
助
が
要
望
と
し
て
多
か
っ
た
こ
と
を
受

け
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
基
金
は
、
団
体
の
成
長
過
程
に
あ
わ
せ
て
、

団
体
の
立
ち
上
げ
期
の
基
盤
整
備
を
目
的
と
し
た

「
団
体
立
ち
上
げ
支
援
」
、
団
体
が
自
立
を
す
る
た
め

に
必
要
な
財
源
確
保
や
事
業
開
発
を
支
援
す
る
「
自

立
促
進
事
業
支
援
」
、
地
域
の
課
題
解
決
な
ど
に
市

と
協
働
、
連
携
し
て
取
り
組
む
よ
う
な
事
業
を
支
援

す
る
「
協
働
事
業
支
援
」
の
３
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
持

っ
て
い
て
、
大
律
市
ま
ち
づ
く
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
が
イ
ン
パ
ク
ト
を
求
め
て
い
た
の
に
比
べ
て
、
こ

ち
ら
は
団
体
が
力
を
つ
け
る
よ
う
組
織
支
援
に
重
点

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
企
画
公
募
型
と
い

っ
て
も
、
補
助
（
助
成
）
制
度
ご
と

に
つ
く
ら
れ
た
背
景
や
助
成
の
対

象
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
期
待
す
る
こ
と
は

異
な
っ
て
い
ま
す
。
補
助
（
助
成
）

金
獲
得
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
を

よ
く
理
解
し
て
、
効
果
的
な
申
請

害
づ
く
り
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
笹
山
）

室喜善直り縄ワーアッ責蕊雲

・蓉雲現寧蓋(圭謹〉

◇事業開始／2004年度
◇助成対象者／まちづくりの提案を行う学生や

一般のグループ(市内外を問わない）
◇助成対象或業／まちの活性化の起爆剤となる
ような企両提案を募集してその実現を支
援。提案者が事業主体となる場合に必要
と認める経費を補助する

◇助成額／100万円～300万円
◇助成率（上限）／100％
◇助成期間／１年だが内容により2年まで可
◇審査方法／公開コンペ

◇募集時期／４月中旬～５月中旬頃
◇問合せ先／大津市都市計画部まちづくり政策課

ＴＥＬＯ７７－５２Ｂ－２７７０

男

鍾識ＯＭＭｅｌＥｙｅＳ

おうみＮＰＤ震動墓金《滋賀》

◇砺業開始／2002年度
◇助成対象者／NPO法人またはそれに準ずる団
体｡滋賀県内に活動拠点または事務所を有すること。
◇助成対象事業／①自主事業助成

②協働事業助成
③NPO活動支援顎業助成

◇助成額／①５０万～３００万円②調査：１０万
円・実施：５０万～200万円③50万～200万円
◇助成率（上限）／①75％②75％③９５％
◇助成期間／最長3年

◇審査方法／1次:識言査・2次:公開プlﾉゼﾝﾃー ｼｮﾝ
◇募集時期／９月１日～１０月１５日頃
◇問合せ先／淡海ネットワークセンター

ＴＥＬＯ７７－５２４－Ｂ４４０

哩言とう諏評泌琶蓋《票東）

◇事業開始／２００４年度

◇助成対象者／NPO法人またはそれに準ずる団体

◇助成対象事業／①団体立ち上げ支援
②自立促進頭業支援
③協働駆業支援

◇助成額／①１０万円まで②50万円まで
③50万円まで

◇助成率（上限）／①100％②4分の3③4分の３
◇助成期間／①1年限定｡１回限り②③最長３年
◇審査方法／公開プレゼンテーション
◇募集時期／５月中旬頃
◇問合せ先／栗東市市民活動推進課

ＴＥＬＯ７７－５５１－Ｏ２ｇＯ

守



輝
い
て
い
ま
す

、一馬

プ
ン
を
き
っ
か

け
に
「
長
浜
を

訪
れ
た
方
に
長

浜
の
ま
ち
の
よ

さ
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
！
」

と
の
市
民
有
志

の
思
い
か
ら
組

織
さ
れ
ま
し
た
。

長浜観光ボランタリーガイド協会

｢臥の湖会」
代表③宙岡秀雄

殺立＠1984年４月

会員、52名

連絡先②長浜市元浜町14-12

(湖北観光悩報茶屋四居家）

TEL：0749億65-0370

FAX：0749.65-0380

私
た
ち

I観光，長浜観光ポﾗﾝﾀﾘー ガｲド協会『鰍の湖会」

、

？

一
｛
一
、
鵬
ｒ
‐
Ⅷ

か
ゆ
』
狗

伽
践
鯉

』
”
卿
岬
唖
“
》
》
》

健
浜
曳
山
博
物
館
に
隣
接
す
る
間
ｎ
の
広
い
落
ち

蒲
い
た
雰
囲
気
の
町
家
「
四
届
（
よ
つ
い
）
家
」
。

こ
こ
が
今
年
四
月
か
ら
長
浜
観
光
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ガ

イ
ド
協
会
（
愛
称
「
肱
（
え
り
）
の
湖
会
」
）
の
活

動
拠
点
に
な
り
ま
し
た
。

臥
の
湖
会
は
滋
賀
県
内
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ
ド
の
会
で
、
今
年
で
活
動
二

十
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
長
浜
城
歴
史
博
物
館
オ
ー

学
び
壷
活
か
し
筆

長
浜
大
好
き
人
間

’
１

垂
丙
珍
室
★
』
ｚ
『
雨
丙
く
語
芝

●活動拠点となった湖北観光'情報茶屋

｢四居家Ｉ

、

セ
カ
ン
Ｆ
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
楽
し
む

八
十
七
歳
！
設
立
当
初
は
女
性
会
員
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
妓
近
で
は
、
定
年
を

機
に
ま
ち
の
役
に
立
ち
た
い
、
と
い
う
思

い
で
ガ
イ
ド
養
成
禰
座
を
受
講
し
て
入
会

す
る
男
性
が
贈
え
て
い
ま
す
。
会
長
の
樹

岡
さ
ん
も
二
○
○
一
年
の
養
成
識
座
を
受

識
し
て
入
会
し
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
、
嵩
岡
さ

ん
は
「
以
前
は
好
き
寄
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
感
覚
で
も
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
が
、
事

業
も
増
え
て
き
て
、
事
業
体
と
し
て
の
責

任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
団
体
の
運
営
に
資

③右から代表の富岡秀雄さん、伊藤茂治さん、

中漂芳一さん

り
、
市
内
を
巡
る
観
光
レ
ト
ロ
バ
ス
や
北
び
わ
こ
周

遊
観
光
バ
ス
へ
の
添
乗
な
ど
で
会
員
は
フ
ル
稼
働
。

活
動
範
囲
は
長
浜
市
内
に
溜
ま
ら
ず
湖
北
一
円
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
に
乗
車
し
て
の
ガ
イ
ド
は
重
労
働
で
「
初
め

て
の
時
は
、
緊
張
と
後
ろ
向
き
で
の
立
ち
っ
ぱ
な
し

と
い
う
状
況
で
バ
ス
に
酔
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と

話
す
メ
ン
バ
ー
の
中
灘
さ
ん
。
「
外
国
の
お
容
さ
ん

も
蝋
え
て
き
て
た
い
へ
ん
で
す
」
と
い
う
伊
藤
さ
ん

は
緋
労
諦
を
し
な
が
ら
も
ど
こ
か
楽
し
そ
う
で
す
。

現
在
の
会
貝
敬
は
派
十
二
満
。
職
間
齢
は
な
ん
と

金
も
労
力
も
必
要
で
す
し
、
組
織
体
制
を
も
っ
と
し

っ
か
り
し
な
い
と
」
と
話
し
ま
す
。
団
塊
の
惟
代
が

定
年
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
、
会
員
の
増
強
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

「
艇
浜
大
好
き
人
間
の
集
ま
り
な
ん
で
す
」
と
話

す
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。
愛
す
る
蕊
浜
を
み
ん
な
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
沼
動
の
源
な

ん
で
す
ね
。
（
躯
務
脇
竹
岡
久
雄
）

③長浜観光ボランティアガ

イド協会発行の「湖北の
観光地ミニ甑典」を手に
する蒲生芳子さん

劉
刷

依
願
に
応
じ

て
添
乗
ガ
イ
ド

を
す
る
ほ
か
、

休
日
に
は
Ｊ
Ｒ

長
浜
駅
前
で
案

内
に
立
っ
た



介
護
保
険
適
（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
松
田
達
也
）

祉３ＮＰロ法人宅老所「はなＩ〔環境〕謡窒鶴話蝉i撫曇liiZi害ﾉﾀー 【福

を
し
よ
う
と
を
持
つ
知
的
陣
が
い
杵
を
正
職
只
と
し
て
の
受
け
入

自
分
た
ち
の
適
用
さ
れ
な
い
先
駆
的
な
事
業
も
組
み
入
れ
て
い
ま

連絡先③大津市坂本五丁目26-21

「
年
を
と
っ
て
も
障
害
が
あ
っ
て
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
幕
ら
し
が
し
た
い
」
と
い
う

ひ
と
り
ひ
と
り
の
日
常
に
沿
っ
た
デ
イ
ケ
ア
で

自
分
ら
し
い
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

資
源
循
環
型
社
会
を
め
さ
す

煎
置
自
転
車
の
再
生
で

設
当
初
は
、
－
と
し
て
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

近
江
八
幡
市
の
官
庁
街
の
一
角
に
あ
る
近
江
八
幡

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
、
放
祇
自
娠
巾
の
縛

生
に
取
り
組
み
、
好
評
を
集
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が

あ
り
ま
す
。

自
転
車
修
理
の
講
習
を
受
け
て
技
術
を
習
得
し
た

⑥廃棄自転車の使えるバーツを集め

て、２～3台分から1台が完成すると

いう

肇
塞
露
堅

田
谷
三
起
生
さ

ん
を
は
じ
め
と

す
る
六
十
歳
代

の
メ
ン
バ
ー
五

名
で
、
会
社
勤

め
を
終
え
て
、

第
二
の
人
生
で

社
会
に
少
し
で

も
貢
伽
し
た
い

⑥代表の林湊子さん

●今年の１１月にこの場所より手前

の平坦な場所に移転する予定し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
市
か
ら
被
り
受
け
て
、
ス

テ
ッ
カ
ー
を
は
が
し
て
、
錆
を
と
り
、
誰
料
を
嘘
る

な
ど
地
道
な
作
業
を
器
用
に
こ
な
し
て
、
二
～
三
台

の
部
品
か
ら
一
台
を
再
生
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
て
ほ
ぼ
一
年
。
こ
れ
ま
で
に

脚
生
し
た
自
職
単
は
約
二
百
四
十
台
。
手
頃
な
値
段

で
、
セ
ン
タ
ー
内
の
盤
備
場
や
「
八
柵
て
ん
び
ん
ま

保
管
期
限
の
六
か
月
を
経
過
す
る
と
、

放 辺
の
駐
輪
禁
止
区
域
に

と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

な
い
と
感
じ
て
、
二
○
○
○
年
六
月
に
自
ら
宅
老
所

「
は
な
」
を
開
設
し
、
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

を
始
め
ま
し
た
。

弓
は
な
』
は
特
別
な
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
利
用
者
が
普
段
と
変
わ
ら
な
い
ｎ
分
ら
し

い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」
と
、

タ
ー
に
会
員
叢
録
し
て

い
ま
し
た
。

ＦＡＸ：0748-32-1６１６

置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
引
き
取
り
手
の
な
い
ま
ま
事
業
と
し
て
展
開
す
る
た
め
に
は
さ

TEL＆ＦＡＸ：077-578-6587

内）

を
買
い
に
来
る
お
客
さ
ん
と
話
が
で
き
、

Ｊ
Ｒ
近
江
八
幡
駅
間

一
人
ひ
と
り
の
日
常
に
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
制
度
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く

●利用者とスタッフが

一緒に歌を歌ってい
る様子

考
え
て
、
開
れ
る
な
ど
、
先
取
の
気
概
あ
ふ
れ
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

⑯会員の板倉さん、木村さん、
山本さん

2001年６月〕

会員●１８名

守

Ⅱ
指
す
ケ
ア
す
。
ま
た
、
三
年
前
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
黄
格

廃
莱
さ
れ
て
ら
な
る
販
路
の
拡
大
が
課
題
と
な
っ
て

③1台5,000～6,500円で販売中の
再生自転車

い
ま
す
が
、
今
後
は
採
算
性
と
い
う
よ
り
も
、
血
の

艇
い
事
業
と
し
て
腰
開
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
看
板
事
業
と
し
て
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
。
そ

し
て
、
中
古
自
転
車
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
通
じ
て
啓

発
を
行
い
、
い
ず
れ
は
放
世
自
転
車
の
無
い
、
マ
ナ

ー
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
、
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。
（
躯
務
肘
山
川
光
二
）

ら
う
の
が
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

紬
と
し
て
、
喜
ん
で
乗
っ
て
帰
っ
て
も

知
人
も
増
え
ま
し
た
。
納
得
で
き
る
商

利
用
時
間
の
前
後
に
も
利
用
で
き
る

す
◎
し
て
い
て
、
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま

長
ケ
ア
」
や
、
夜
間
の
緊
急
時
に
宿
泊
で
利
用
で
き

る
「
緊
急
ナ
イ
ト
ケ
ア
」
と
い
っ
た
介
護
保
険
で
は

川
外
で
覗
業
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
利
用
荷
が
少
し
ず
つ
期
え
て
き

た
巾
で
、
介
護
保
険
を
使
え
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
出
て
き
た
こ
と
か

ら
二
○
○
一
年
六
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を

取
得
し
、
介
護
保
険
部
業
と
し
て
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
通
常
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
と
ど

ま
ら
ず
、
利
用
時
間
の
前
後
に
も
利
用
で

つ
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
販
売

メ
ン
バ
ー
の
木
村
さ
ん
は
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自
転
車

代表＠林淳子

設立②2000年6月（法人認証

弓

延

まな」

社団法人近江八幡市
シルバー人材センター

中古自転車リサイクル
事業グループ
設立、2004年７月

会員⑬5名

連絡先⑳近江八幡市中村町２８．１

(近江八幡市シルバー人材センター
TEL：O748-32-1155FAX：0748.
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山門水源の森を次の世代に引き継ぐ会

Ｉ
おうみ未来塾

国寄付を増やすためには
第１に情報を発備することです。まず、寄付を采めているこ
とを寄付者に知らせなければなりません。そしてｎ分たちが普

段どのような活動をしているのか、何のために寄付が必要なの

かをわかりやすく発儒することが大切です。

寄付の支払い方法にも-1:夫がいります。寄付の手続きが簡便

であること、寄付の祇弧・方法・金額を限定しないで多様なメ

ニューを揃えることも期額や継続につながります。

また、寄付を受けた後の柵併も重要です。術付を災ったはい

いがそれっきりで使いみちの報鮮をしなければ、２Ｍ目は期待

できないでしょう。そして成果報告とともに、寄付満に対して

感棚の気持ちを伝えることも大切です。アメリカのNPOではサ

ンキューギフト（お礼のIIiII）を脳ることが盛んですが、寄付者

の満足感を満たし、寄付群の数や額を増やす効果があります。

NPOスタッフと寄付瀞や支援者の交流会を持つなど、人間関

係を育てる場を持つことも狗効です。

とにかく寄付瀞とＮＰＯをつなぐものは信頼と共感です。特に

NPOに対する寄付の場合、寄付者は、対価として社会や地域の

牒題解決に貢献しているのだという満足感を求める傾向があり

ます。この満足感を満たして寄付肴の信頼と共感を得ることが

できれば、きっと今以上の寄付金を獲得することができるでし

ょう。

締付の大きな足棚となっている税制も、来年予定されている

公椛法人制度の改.雌により変化の兆しが見えてきています。柔
らかい発想と工夫で寄付を卿やすことを考えてみてください。

？

リレーエツセイvｏＬ２『
人
生
の
壁
』
を
越
え
た

『
つ
な
が
り
」
を
目
指
し
て

｢ラウンドテーブルしが」
世話人

鬼塚孝治さん
(２期生／ｱｲ‘ｺﾗﾚー ｼｮﾝﾌﾛｭー ｻー ）

地域プロデューサーを志してもう５年。この間

｢みんなの想いがカタチになる」方法を模索して

｢制度設計のユニバーサルデザイン」へと、目指す

べき方向が見えてきました。

きっかけは未来塾で研究した「ヴォーリズ」さん。

新しいことにチャレンジして失敗し「へこん」で故

郷に帰っても、あきらめずに「どうすれば、みんな
の想いがカタチになるか？｣、「同I情＝愛1情」をもつ

【問】京阪電気鉄道株式会社大津鉄道事業部
TEL､077堂522-4521ＦＡＸ､077-525-8468

http:〃ｗｗｗ・keihan-o2､com／

て１０年続ける。続けること、「人生の壁」を乗り越

えることの大切さを学びました。

自分を信じて未来を変えてみせると胸に刻みつけ

ながら、小さな事からカタチする。まずは、去年か

ら関わっている協働部活プロジェクトで横断的な環
境学習ネットワークの仕組みを実現していきますの

で、みなさん協力よろしくお願いいたします。

次
回
は
３
期
生
森
嶋
利
和
さ
ん

永
土
里
ネ
ッ
ト
日
野
川
流
域
）
で
す
。

西浅井町最北端の福井県境に近い野坂山地にある山門水源

の森は、暖帯のアカガシ林と温帯のブナ林が隣接するなど、

大変珍しい植生を誇っており、日本水源の森百選にも選ばれ

ています。このホームページでは、そんな山門水源に生きる

植物や昆虫を美しい写真で紹介しているほか、自然観察会や

有料ガイドの案内が掲載されています。「山門水源の森」ガイ

ドブックの購入を申し込むこともできます。

(フリーライター大山純子） ※「おうみ未来塾」は、地域課題に取り組むリーダーを目
指す人が集う塾で、現在6期生と7期生が学んでいます。こ
れまでに約120人が卒塾し、各地で「地域プロデューサー」
として活踊しています。

JⅡ配包全ＯｍｑｚＪ

|…馬裏鋤．
喫酋窯2画

司
到

ｒ
崖星NPOﾎー ﾑベー ジ探検隊ジの鉄道模型運転コーナ

ーも常設しています。

滋賀県と大津市、びわ

こビジターズビューロー

等との協働で「湖都古都

御都ｎにとことごっと

ん）石坂線～街の電車で

垣【卸じQaH弧Ⅷ匂司Ⅷ千句聖害ｍＣや戸1

,m品L典加ＷＩい8日頃厳”ＦＡか｡可且ザ●Qdm今７４

ＮＰＯや市民団体がつくる
ユニークなホームページを紹介します。

心､１且■、』Ⅶ』EnDd

:U01協凡舟015ＳＥ当７ＡｎＲ８唖ｔ千１１

謡謡篭、ﾌ両Ｔ
Ｄ－－

淫:聖"ｿ煽売、

http://www‘di9italsolution､coojp/nature/yamakado／

/,Uノ‘ロ｣ﾘ又力永～1珂ｕﾉ電宰Ｌ：△毎年恒例の錦織車庫「大津線感謝祭」

訪ねるびわ湖大津の歴史」（今年は１０月30日予定）

と題して、沿線の文化財を紹介する講座や行事を今夏から

来年２月まで実施の予定です。

一方、｜SO14001の認証を取得し、京阪石山駅等3駅

で線路の緑化に着手、環境にやさしい京阪電車を目指して

います。さらに、１時間4往復から8往復へダイヤ改正で

利便性を強化し、特典つきの－日乗り放題乗車券「湖都古

都．おおつ1dayきっぷ」がヒットするなど経営努力が実

を結び、減少傾向だった乗客数が昨年増加しました。「今

後も、市民やＮＰＯとの協働で楽しいまちづくりに積極的

に取り組み､少しでも京阪電車を身近に感じてもらいたい」

との元気な言葉に、石坂線の明るい未来を確信しました。

！
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市民活動を元気にする情報コーナ

淵予沃ネ．γj一講座ノ

を寄|側圏考|え|るｌ
ｖｏＩ－３

｢ＮＰ◎が寄付を増やす工夫」
寄付意識が高まり、NPOへの寄付が増えることは、NPOの活

動にとって大きな力になります。しかし、いくら寄付文化が高ま

ったとしても、待っているだけでは寄付金は集まりません。では

どうすれば寄付金収入を増やすことができるのでしょうか。その
ヒントを考えます。

圃新しい寄付のかたち
脚本において大きな位瞳を占めてきた共同募金型の寄付だけ

でなく、近年寄付のかたちは多様化してきています。新しいプ

ログラムをいくつかご紹介します。

大阪コミュニティ財団では、それぞれ独立した複数の雅金を

一締して符理・巡噛していて、一市民でも関心のある基金に寄
付ができるｲt細みを作っています。寄付符はｎ分が寄付した基
金に白由に名前を付けることができ、また雅金が生み出す運用
収益の使いみちについて、財団に希望や意兇を述べることがで
きます。

「もうひとつのおかえしプラン」は、冠婚葬祭の「おかえし」

をNPOへの寄付に替えるものです。寄付先リストの選定からお

返し先へのカード発送など、大阪ボランティア協会がコーディ

ネートしています。

１１本の寄付者は名前の公表をあまり好まないと命われますが、

東京部の「思い出ベンチ」班業は、公園のベンチに名前やメッ

セージを刻んだプレートを付ける企画が話題を呼び、寄付荷が

統川した成功例です。

「ビッグイシュー」は、ホームレスが販売する雑誌の1M入に

より手数料がホームレスの収入となるシステムが、「誰かの役に

たちたい」という日本人の心にフィットしました。

千莱県市川市は、ロ本ではじめて個人市民税の1％を納税:荷が

希望するNPOへの助成金とすることができる制度（ハンガリー

方式とよばれる）を、今年度から導入しました。

図日本人はどのような場合に寄付をするか

複数回答
..§葱gFiF=＝音グー」壷噸湧浄冒麗&錨一睡一一一l

EZ型fZ4塁２塁一興塁と.璽一r垂２４m‘・巧哩139.0％
51.6％

Ｊ１‘,』『？＝‘、戸fpw，躯頚諏璃郵f質鰐鞭霜一斎１．：Ｉ

刊月廷一．『一一塁..‐三一鐸一一~癖一二謹曙#I心粕
‘19.2％
‘‘3％

嘘畔罰秤rR三号唇廷鑓垂嘩郵挫一.|刺.6％
晩l錘zM‘._雪．‐・‐.興一…i３７‘０％

恥誌一＝挿転露．131.9％

寄付先の団体の活動に隅する報告が

行われること

経済的に余裕があること

宙付先の団体の会計に間する

報告が行われること

寄付の羊綾窪渉詫矩であること
…J,'"丁…ｃ‘』‘璽雲吟哩～ー写Ｌ』竪些--．垂呈一一理韮『、135.1％

照の…霊が雲崎…こと管雪雲雷霧､?鰯
篇付の方法がすぐ涯分がること早島葱』'i鱗,…
職型や学槙な星で蕊介してもらえる函3.5％

こと邑且3.9％
どの団体に寄付すればよいかを函３．０％
鎚かに掘蚤できること厘滋露１７‘5％ー寄付者が寄付を麺や.『禁仔（Ｎ=18栂）

＝非寄付智が寄付を行なう凝件（Ｎ皿3081

寄付帯(個人書iが雲示されること溌噛鮒
その総図瀦，
０１０２０３０４０５０６０

出臭:三和舞台研究所｢NPOに対する寄付とボランティアに間する実態鰐愛l(2000）

京阪石坂線ど流民やNPO､行政聖の協働で
まちづくりやアート､エコ織光態どを発信
…………………………京阪電気鉄道株式会社大津鉄道事業部

▲大津・志賀地域まちづくり協働会

△大津鉄道事業部長の木村浩一さん誤め歴更羅謁ラと綿苦認
（50歳）都、ガイドブック

２００１年、行政と市民による「大津・志賀地域まちづく

り協働会議」が発足し、京阪電車石坂線を軸にしたまちづ

くりが提言されました。そして、沿線の5小学校のアンケ

ートを元に歴史探検マップを作成。「クワガタが採れる」

｢桜並木がきれい」など子どもたちのおすすめの場所が載

っています。“２１駅の顔作り”に取り組み、膳所本町駅で

膳所高書道班の作品を展示した「Zギャラリー」ほか5駅

に沿線の中学生の作品が飾られており、さらに参加校は増

加中です。その他、大津高軽音楽同好会が京阪膳所駅前で

？

議爾
一一一一ーー一

書
△勝手に京阪いっさか線学会
「でんしやｄｅＢＥＥＲ」

ライブをしたり、石場駅に地域

住民の協力で花壇が造られたり
△沿線の中学生が出品する「駅舎ギ’一一､'~~"‘'』"～ー!Ｕ＝'~'＝一"IL'ー ~／

ヤラリー」しています。

３年前、石坂線のワンマン化や分社化計画を前にして、

‘‘いつさか線は大津の宝だ”と市民応援団「勝手に京阪い

っさか線学会」が誕生。以来、安楽好正事務局長を中心に

「でんしやで会議」「おでんでんしや」「でんしやｄｅ

ＢＥＥＲ」を走らせるほか、ＣＤ「いつさか線ブルース」を

発売するなど石坂線の新しい魅力を発掘しています。

また、NPO法人HCCグループとの協働で浜大津に昔の

賑わいを取り戻そうと、「浜大津こだわり朝市」や改札横

に「暮らしつく広場」をオープン。毎週金～日曜日（１０

時～１６時）にコーヒー・クッキー・お茶・梅干・お米等

こだわりの食品や鉄道関連グッズを販売するほか、Ｎゲー
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11月｡12月の掲示板

■平成1フ年度コメリ緑資金助成●梅村記念基金助成金｡

●助成対象・緑や花に囲まれた美しいふるさとづくりを目的とした､公共性のあ●内容⑳梅村記念基金は､梅村尚久氏の志を受けつぎ､市民による国際交流を目的とする■
■る緑化活動で､平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日までの活動を対象｡海外への派遣や海外からの招聡などの立案と実行を奨励するために設置されたものです。■
■といたします｡なお､助成金の贈呈先は法人･団体に限らせていただきます。●助成の対象●当基金の助成は､市民による国際交流を目的とするすぐれた企｡
■公募期間②B月１日(月)～１０月３１日（月）●画のうち次の条件を満たすものを対象とします。■

･縦雛潟蕊騨懸撫職繍７ｔ繍甚･騰喜繍潤I糠l甥繍熟嘉廃撫M尚撫・
●住所.お名前.電話番号を明記し､１２o円切手とともに､以下の宛先までご郵送ください。●請することができます）２目的､実施主体､内容､期間が明らかであることＢ，●
■【問】株式会社コメリ｢コメリ緑資金の会｣事務局●助成決定から1年以内に実施が完了する予定のものであること●
■〒g50-14g2新潟市清水4501-1■助成額③25万円まで申込受付期間③８月１日(月)～10月31日(月)(消印有効）●

・醐潅i蕊請欝禰2細6蛎雛噸鯛醗・■TEL:Ｏ２５－３７１－４１１２／FAX:Ｏ２５－３７１－４１５１
ＵＲＬ:http://www･komeri,bit‘orjp／

■e-mail:midori＠komeri,bit‘orjp eURL:http://www,myticketjp/umekikinOO・ｈｔｍｌｇ

●｡、。。。②．⑥、。｡⑥③⑨。。⑱回⑤．。｡、｡。｡．｡｡。。⑰｡⑨、｡。。。⑰。⑥。｡●e-maiIinfo＠myticketjp■
●●②｡｡。、｡｡⑨｡｡｡｡｡｡＠⑨｡⑨。⑨｡⑥②⑧｡。⑤⑥⑨｡｡②、｡⑨。｡、。｡、。｡。■

由（財)国際コミュニケーション基金平成１７年度助成･援助募集。（財)損保ジャパン記念財団「自動車購入費助成」■
■■内容②☆調査研究助成／国際分野を主軸とし､また､国内も含めた情報通信●助成対象者．(1)～(3)のすべてを満たしていること

●の普及･発展､グローバル化､特に､ユビキタスネツトワーキング時代を先取り｡(1)福祉活動を行う団体のうち､主として障害者の在宅福祉活動を行う団体｡ただ｡

・する調査､研究(1件800万円まで)。 ●し､加齢に伴う障害者(高齢者)を除く。(2)西日本地区(中部･北陸･近畿･中国･四■

･鰻禦I諜鶏篭巽繍溌潟龍零'繍諾蕊・駕蝋綴繍繊鯛i繍謁撫藤W漁・
吟☆社会的･文化的諸活動助成／情報化社会の動向に即し､情報通信を通じて●格取得を目指している団体､あるいは､既にそれらの法人格を取得している団体■
■社会や教育等に貢献する各種の非営利団体(NPO)･非政府組織(NGO)の活動、回助成金額●自動車購入費1件100万円まで(総額1‘000万円）●

●「草の根｣活動｡地域社会の国際化(特にアジア太平洋地域)につながる各種●選考基準③(1)原則として購入予定自動車の車両購入価格は助成金額の2倍(200■

の濡軌傭報通信を通じて社会に賃獄する喬種の文化璽業惰報通信の普及・醗臓鳥塁鯛鰯驚瞬:繍灘麗鵬｡、発展あるいは国際間の相互理解促進に寄与する活動や事業など。
●経常経費(事務所の運営費､当該団体に属する方の人件費等)は助成の対象ｅ体所有自動車を保有することで､活動･サービスの充実が見込まれる団体を優先します。■
申となりません。（1件100万円まで）●応募方法③所定の申込書に内容記減のうえ､財団事務局に郵送してください。●

●募集期間②１０月３日(月)～１０月20日(木)(必着） 。なお､応募要領･申込書のご請求は下記財団事務局までFAXでお願いします。●

･鼎:蹴国駕潟室i規蕊2KDDIビﾙ29階 ･難瀧鰯謝駕税j蕊ｉｔ,の消印有効） ■

●TEL:Ｏ３－３３４７－７０ｇ４ＦＡＸ:Ｏ８－３３４７－６４３ｇ 印【問】財団法人損保ジャパン記念財団(旧安田火災記念財団）■

●URL:http://www､icf・orjpe-mail:info＠icf､orjp｡〒160-8338束京都新宿l茎四勅憤1-26-1損保ジャパン本社ビル37階■
●｡。。④。｡｡。。。、｡｡。。⑥。。｡ロ。、｡。｡｡。”、色③。｡｡。②｡。⑨｡。。。●TEL:Ｏ３－３３４ｇ－９５７０ＦＡＸ:Ｏ８－５３２２－５２５７ ■

ＵＲＬ:http://www､sompo-iapan､cojp/foundation／
●

●地域づくり団{ﾎの全国ネットワーク形成支援事業色

■己司

■
●
■
■
■
●
●
■
●
■
●
●
。
■
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
■
■

人々 の生活が多難化する巾で械々 な社会問題が顕在化し､もはや|齢体は

住民やNPO,企業線准とji外部との協側なしにM}腿を解決することはできなくなっ
ています｡本'11:では､協伽を進めるために､縦論や合意形成のjﾙをマネジメント

するﾌｧｼﾘﾃー ﾀの存准が１，要であると説いています｡121満の側い手となるべ

きNPO､行政､議会などの人材にとって､協側にかかる網羅的なﾃｷｽﾄとしてオ
ススメです。

●対象となる団体．以下のいずれかの地域づくり団体[いずれも特定非営利活動法⑧
●人(NPO法人)もしくは任意団体]。１)特定のテーマで新たに全国ネットワークの●
ｐ形成を図ろうとしている地域づくり団体２)特定のテーマで全国ネットワークを運●

■営していて一層の充実を図ろうとしている地域づくり団体｡なお､｢全国ネットワー●

･総Ii製:I溌鰐謡雪隠駕牒第i熱;I､総鏡嚇・
■ウなどの交流･開発を行うことを目的とした､ﾃーﾏ別全国ﾈｯﾄﾜーｸ形成とその実践の活動。■
●支援の方法、ネットワーク形成とその実践の活動およびとりまとめ(報告譜作成）｡

■の没用を提供することによって実施します｡費用は､活動費と報告書作成没を●

･鰯溌雛↓職舗ｆ潟｡支援の期間●200ｓ年度内．
●

■【間】財団法人八ウジングアンドコミュニティ財団
●〒１０７－ＯＯ５２東京都港区赤坂1丁目５－１１新虎ノ門ビル5階●

●TEL:Ｏ３－３５Ｂ６－４Ｂ６９ＦＡＸ:Ｏ３－３５８６－ＢＢ２３ ①

・ＵＲＬ:http://www・hc-zaidan・orjp／ ●

■⑨。｡。｡｡●⑥、。。｡｡｡｡。。⑨｡②●｡。｡。②。。⑥｡。｡｡｡。、色｡｡｡。｡｡。｡

■日本万国博覧会記念基金事業平成1Ｂ年度募集●

●申請対象事業②博覧会の成功を記念するにふさわしい公益的な次に該当する●
●活動を対象とします。イ国際相互理解の促進に資する活動(1)国際文化交流、●

●国際親善に寄与する活動(2)学術､教育､社会福祉､医療及び保健衛生に関す■

･謂撫謡蕊駕繍I：総謡諒'禰露耀認・
●伝承及び振興活動(2)芸術及び地域文化に関する活動。
●助成重点事項②．健康の維持増進に寄与する活動・地球環境の保全をテーマ●

●とする活動･人類の幸せに貢献する基礎的な学術研究に関する活動 ●

･繍鵜淵恥85詩o日(金)消印有効 ●

｡
●【問】独立行政法人日本万国博覧会記念機構総務部基金課
●〒565-OB26大阪府吹田市千里万博公園1-1TEL:O6-6B76-55B1■
ＵＲＬ:http://fund､expo7Qorjp／

◆リクエスト受付中１駕繍によって異懲り議す
上映してほしい作品名と住所､氏名、・毎週水曜日1,000円均一サービス
電話番号を記入の上､ハガキ､フアツ・毎週木・金曜日の初回＆

ｸｽ､または鯉子ﾒーﾙで淡洞ﾈｯﾄ褐R蝶盟職円均一ｻービｽ
ワークセンターまでお送りください。滋賀会館シネマホール

新刊書籍案内 これからの
協働

｢地域力を高めるこれからの協働
ﾌｧｼﾘﾃー ﾀ育成テキスト」
今川晃･山口道昭･新川達郎編

(第一法規)2,500円

情報募集中1醗謙繍繍職と望鰯毒聴ぃ。

？

|,海を飛ぶ夢』
１０月１日(±)～B日(土）

『50回目のファースト･キスｊ
９月２７日(火)～１０月８日(土）

滋琶会館シネマホール９･１０月の上映予定

『ウィスキー』
９月２１日(水)～１０月２日（日）

『エレニの旅！
９月１４日(水)～９月３０日（金）

『マルチュク青春通り’
９月２４日(土)～
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①鋤拒否‘不諏を考える耀糊鮫縮
｡

⑤傍１０月22日(土)１４:００～１７:００
．会場③教育文化会篭(権両日が丘1.11.3）

■ＪＲ大津駅から徒歩6分

･開謹懸鰹51照穎
■の立場から支援」

●福本早穂さん(親子支援ネットワー

●ク”あんだんて＞」代表

･喜濡艦::i-'7｡o）
●◇事前の申込はいりません。
●【問】登校拒否･不登校問題滋賀県連絡会

■TEL:O90-7762-g431（山田）

:熟鶏鶏:識篭篭:1雛:照i:R蝋峯壁調.
■

●限られています｡お気軽においでにな●実感しているところです｡子どもた●内容⑬社会への発信力を強化するため､ＮＰＯによる『表現力jの向上を目指●
●って､その声を聞いてみませんか。●ちから信頼されるチャイルドライン●す｢第９回市民活動発表会｣を開催｡普類審査で選ばれた7団体に本審査(ブ●

:識鶏撫蓋:毒篭灘i燕:磯撚繍瀧鯛繍毒繍：
。憲麓船謡(市民活動団体）。●参加費●非会員１，０００円､会員●日時テーマ●

●500円【当日参加可】●☆９月１９日(祝)１０:OO～１１:ＯＯ｢チ●応募締切、９月１５日（木）

:鴬瀧嘉駕…:l瀧識#螺:患鰯:淵蜜廻……-…；■
･謡龍鍬撫O惜製Ⅷ6潔繍，FAX:O…0261・●kaze/iomegu｢ｕｈｔｍ ●にある子どもたち」

■e-mail:y-kaze＠mte･biglobanejp●☆１０月１日(土)１０:OO～１２:ＯＯ「今｡URL:http://www・osakanpo-center､com／ ●

■。。。。。。。。。。。。。。。。．。。。●こどもたちは(仮)」１３:OO～１６：●e-mail:info＠osakanpo-centercom

。｡｢富分…について知ること.………。｡………………………：⑤スライド講演会 ●は子どもの権利」

■「ﾉｲｼﾕヴｱﾝｼﾕﾀｲﾝ城の謎を解く●☆10月2日(日)10:OO~12:OO｢思●第２回精神障害者自立支援活動賞(リリー貴） ●

●…ﾙー ﾄヴｨﾋﾆ世とワーグナー」●春期の子どもの心の動き｣１３:ＯＯ● ●

:撫綱鵬:徽蕊鰍,幅:::篭薦綴購;麗薦鶏：
●し１０月１０日(祝)１３:30～・会場③生活協同組合コープしが本部●活動を1年以上にわたって行っているグﾙー (医療･福祉およびポﾗﾝﾃｨｱ団体)や家族(会）●

:蜜蝋蝋噸藤…隻繍蕊蕊溌i雪i鰯；●からどれほど影響を受けたか｡」●定員、70名
●講師●マルクス･シユバンゲンベル●託児、要申込１日500円(おやつ代．●住所:〒650-OOB4神戸市中央区京mJ74TEL:O120-392-gg3●

･皇懸粟澗僻n.保険料言）。URL:http:"州SChiZoph『enia･oiP′CACHE/scz'in｡…_ind鍬｡姉。

:嘉磯識鯛-,‘:1雛誰;鶏蝋｡郷剛倫雌鯛。
●、｡｡⑨。、。。。ｏ⑨｡ｏの｡｡｡｡｡。＠。●

■聴講費⑤１，５００円 ｡（大津市打出浜） ●応募資格●その活動が営利を目的とせずに､５年以上継続していること。ｐ
･鵜添碧墨熟べﾝﾄﾛーﾄ･｢子どもの心渥ﾉｯｸ索一命の'塞一。雷たその漏勤内容が､､)自然環境の保全再生に(2)地域の浄化美化に(3)教・
■ピアノ伴奏:若代敦子色～i蝉･学校･家届垂奇てたい生きる墓礎力~」・育・文化の推進に､民族･習俄を超えて貢献していること・（自薦･他薦を問いません）●

･主催｡NPOｼﾆｱ冒淋勢ーゼﾙｸﾗブ・璽霊繍蕊霧'…)・麓灘蕊灘漂w鯉繍繍I繍繍霊葦・
●【問】ｽﾗｲド講演実行委員会(松本郁子）●【問】NPO法人CASＮ(カズン）●局宛に郵送してください。表彰③一団体につき賞状.活動援助金100万円を贈呈●

･黙淵臓繍：鼎諦撫篭92.：瀞鴨灘黒鯛3ｍ(鋤億選砺所｢"総陸貿｣事濡：■

・TEL:03-3264-2279(代）URL:http://wwwJin『i-ipn,or､ip/index-s・html●印 ●

ｅ､mail:kouhou＠｢inri･jpn・oｒｊｐ

ｌＰ

９．，月
ここに掲載できなかった情報はセンターホームページに掲載しています。http://www,biwa,nejp/~bhmi-net

■甲賀地域レール＆ウオーク■ネイチャーサポーター

■～あ脈も瀦に肋る瀦剛をしよう～ａ（個人･団体)募集！

■Ｆ１０月２日（日）９:OO～１６:ＯＯｏ内容③八ｲｷﾝグや自然観察など自然とふ
り●れあいながら､環境美化活動(清掃､草刈など）

･篇麓蕊轍鯛芸｡や参趣ど施設の点紳小さ懲修篭を行・
口然現れたりするどんでん返し､縄は●ます°また､自然と人とのかかわり方など自然
■しご､屋根つたい歩きなどユニーク、への想いを､みんなで語り合います。
･な｢悪書遊び｣の数々｡大人も子ど･蔑蕊耀駕7年度旧年

:選蕊議蕊:鯛淵阜耀憾聴
働らえ議す。。;;鰐鰐Mi醗合:藤
■行程③JR甲南駅前集合。・での交通手段は､確保願います｡また､交
・腎競|諒繍道伊霞衝遭･趣については自己負担です。

●◇12月4日(日)に意見交換会を行います。●定員③1ｏo名(先清順）

･参力唾｡5CO円・黒欝1蕊窒蕊唇課
、持ち物⑤水筒､敷物●TEL1077.528.3487FAX:077-5284846
。【問lNPO法人甲賀文化輝き ●URL:http://www.p｢ef‘shigaip/d/shizenhogo／
TEL/ＦＡＸ:Ｏ７４Ｂ－ＢＳ－８０６６

●ｅ,mail:cocomatusima@mcv､zaqnejp●e-mail:dgOO＠pref､shigalgjp
■

■
■
■

ｐ
■

■
■

ｃびわこネイチャーケーム自然学校

:腸鯛24日I土)…25日旧''4;3,
．内容③大人も子どもと一緒に自然の中でいろ

･豊駕繍震M1蝋I総
■場所、大津市立葛川少年自然の家
■参加費ｅ4,500円

■◇お問い合わせくだされば､蕊悪頂を送り誌。

･卿i雲観舌麓-ﾑ協会
UURLIh叩"hcmep3ge2niity‘com/shig8､naIuIegeIne/
■

:需照髪雲耀薪:艶熱筆墨品５
■

■

申腸９月１１日(日)１３:30～１６:３０● ■

･内容｡壁めぐる勉強会では函様々･鰹l慧鰯撫篇・
■な立場で医療に関する専門的なお話●うと苦しんでいる子どもたち｡その■
■をしていただくゲストにおいでいただ●子どもたちの声に耳を傾け､気持ち■

＝f歩電謹1毛

'情報 Ｂ ０ Ｘ

参加者募集

助成孟摺霜

醜蕊涯ﾖ塞塁割雁雪



Ｑ１／あなたは何か社会に役立ちたいと思いますか？

Ｉ

‘⑥;ＣｌＥＮＴＥＲＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ西：

薯

◎無断転載を固くお断りします‘

この情報誌は古紙配合率'００%再生紙を使用しています。腫謹量
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「おうみ市民活動フォーラム2005」
市民活動PRコーナー・出展団体を募集

おうみNPO活動墓金に
1,102,962円を寄付

淡海ネットワークサロン
「京阪電気鉄道の地域活動～
NPO法人HCCグﾙー ブとの取り組みより～」

地域で活躍するＮＰＯや市民の活動を紹介する催
しです。市民活勅への理解や参加のきっかけづくり

として、また、活動団体梱互の交流が深まる機会と
して、「おうみ市民活勘フォーラム」に出展してみ
ませんか。自分たちのグループやＮＰＯの活動を、
PRコーナーで発表しましょう！

◇開催日時：
１１月１９日（土）１０：ＯＯ～１６：３０
２０日（日）１０：００～１５：００

◇会場：ひこね市文化プラザ（彦根市野瀬町）
メッセホール､研修室､他

◇募集の内容:市民活動団体やＮＰＯが、自らの活
動を紹介・発表する企画出展を募集します｡例えば、
パネルや活動に関する作品などの展示、活動に関連
した体験プログラムや実演、ステージ発表など、原
則として出展形態は問いません。ただし、出展の形
態によっては出展日や出展時間が制約される場合が
あります。「パネルや作品の展示のみ」の場合を除
き、副揃に昭話等でご相職ください。
◇申込期間：９月１日(木)～９月30日（金）
◇申込方法：所定の出展申込簡に必要頭頂を記入の
うえ、郵送またはFAXで申し込んでください。出展
申込轡は、下記まで訓求いただくか、淡海ネットワ
ークセンターのホームページからダウンロードして
ください。

園申込・お問合せ先：

おうみ市民活動フォーラム2005実行委員会
(全体頚務局）淡海ネットワークセンター
(彦恨瓢務局）ひこね市民活動センター

〒5220061諏市釧町7.5(ヴｵー ﾘズ灘）
TELO74924-4461／FAXO749244461

a,はいｂ､いいえｃ,わからない
Q2／どんなかたちで社会に貢献したいですか？

この冊子は､大豆インキおよび再生紙を使用しています。

さまざまな地域活動を行う京阪電気鉄道の活動
と、「浜大津こだわり朝市｣を行うHCCグループと
の協働の取り組みの紹介を行います。

◇開催日時：９月１８日（日）１３:30～１５:ＯＯ
◇会場:京阪浜大津駅改札となり『スカイサーカス」
(浜大津バスターミナル2階）

◇ゲスト：京阪電気鉄道株式会社木村浩一さん
ＮＰＯ法人ＨＣＣグループ末冨孝也さん

◇定員：２０名程度

◇参加費：300円
【問】淡海ネットワークセンター

ＰＲⅢT印WITH

SOYIIUK

このたび、株式会社滋賀銀行様より、NPO活動
支援のための「おうみＮＰＯ活動基金」に
1,10ａ962円の寄付をいただくことになり、去る
６月20日に寄付金の贈呈式が行われました。
閲亜な浄財をお寄せくださいました、株式会社滋
澗銀行様に対しまして深く感謝申し上げます。

I名神大測IＣ

熱人談義番外編･淡海ネットワークサロン
「ヴオーリズ記念館を訪ねて」

今津ヴォーリズ資料館でさまざまな地域活勤やイ
ベントを行うアクト21企画の取り組みを訪ねます。
◇開催日時:９月24日（土）１８:80～１５:８０
◇会場:今津ヴオーリズ資料館
◇ゲスト：臼坂登世美さん（アクト21企画）
◇定員：２０名程度
◇参加費：500円
◇主催：NPO市民熱人
◇共催:淡海ネットワークセンター
◇申込・問合せ先：NPO市民熱人・阿部
FAX：Ｏ７７５２Ｂ２ｇｇ７

ｅｍａｉｌ：voshi-ab＠mxbiwanejp

編集謹記

個人的には宅老所「はな」さんを見学する
のも３回目です。その度に新たな課題を見出

し、それに向かって一歩ずつ前進しておられ
るのには感服する思いです。近々、建物も新
築し事業を拡充されるとのこと。また大輪の
｢はな」が咲くことを祈念しています。

(編集ボランティア松田）
●●●●●p●●｡p●■●｡●ゆ●●●｡｡■｡■●■●●●●●●●●●●？●●●●◆●｡●p々｡●ひ｡？。●●甲申

子どもの頃､親から買ってもらった自転車。
大変うれしくて宝物のように手入れを欠かさ

ずに大事に使っていた。「放置自転車｣、そん
な言葉が当たり前のようになっているのは残
念です。マータイさんの「ＭＯ行.A1NAl」を
もう一度私たちの心に。そんな思いを持ちま
した。

(事務局山田）
●●①●｡●●p●●■●p●●●e●■｡●｡●｡｡●ｑｏＰ■■●申｡●■■甲ａ●●●●●●●●●●●巳●●●●●ﾛ

長浜観光ボランタリーガイド協会の取材
で、「会員を増やすのは、団塊の世代の人の
定年に期待して・・」.と言われ、あ１自分も
そうだと。同世代の皆さん、一生青春の行動
力、期待されてますよ。
(竹）

晦2Ｆ

ｿトワークセフ
ヨ下ｹ化垢函財局

■

｢市民活動・NPOのための労務･税務講座」
淡海ネットワークサロン

｢ふるさと淡海‘地域ﾏﾝダﾗ！－｢心象
図法lで郷土の自然と暮らしを描く一」

淡海ネットワークセンターではスタッフの雇用や
収益事業を行う市民活動・ＮＰＯを対象とした労
務・税務諦座を開催します。質疑の時間も設けます
ので、ふるってご参加ください。

◇開催日時：９月8日（木）１３:80～１６:２０
◇会場:野洲市中央公民館2階第２諦座室
◇諦師：〔労務〕平野蕊夫さん(社会保険労務士）

〔税務〕機井昭次さん(税理士）
◇募集定員：８０名
◇参加賛：1,000円
◇申込方法：[氏名・所脇・贈話・FAX．Ｅメール・
諦座への希望］を記入のうえ、郵送・ＦＡＸ．Ｅメー
ルでお申し込みください。
【問】淡海ネットワークセンター

■

地域の自然と人間の暮らしに関する物語を聞き取
りして一枚の絵図にあらわすl~心象図法」の取り組
みをワークシヨッブで体験し、絵図に描かれた高島

の集落を実際に訪ねます。

◇開催日時：１０月１日（±）１３ＤＯ～１６:００
◇会場:高島市障の郷｣交流･研究センター
◇ゲスト:上田洋平さん(環琵琶胡生活圃人とi噸研究所）
◇定員：２０名程度
◇参加費：300円
【問】淡海ネットワークセンター

毘琶湖
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■

ケート１１月号のアン

NHK～雫冬

奄良．

は､性別･年齢をご記入の上、ハｄ,自治会ｅ､その他
ガキ、ファックスまたは砺子メーＱ３／あなたが一番関心のあるテーマは何？
アン"-ﾄにご国……寄付･市民》制NPO&NGO１.ポﾗﾝﾃｨｱ雛《ざ篭羅繍綴剛
縛署轍鮒雛3鍵蹴潤繍鶏誤牒塞謝漂その他…の閲耀にかかる“・諦座等の企画

Lは呼諜堂鰯猟‘鮮脇澱蹴iii呈譲塞蕊綴雛鯛他，：雛蝋綴､…の郡

鐙

閏A目詩、、
Ｆ＝

国道7号

淡海ネットワークセンター
(財)淡海文化振興財団

■〒Ｓ２０－ＯＢＯ１大津市におの浜1-1-20

国ＴＥＬＯフフーＳ２４－Ｂ４４０回ＦＡＸＯフフーＳ２４－Ｂ４４２

画http://www期biwa・ne.』p/~Dhmi-net

国E-mail:ohmi唐net＠ｍx､biwa･ne.』ｐ

ご利用日時③月曜日と祝日の翌日を除く毎日（１２/29～1/3を除く）
火～金曜日／g:ＯＯ～１９:ＯＯ土・日曜日､祝日／g:ＯＯ～１７:ＯＯ

Ｇ淡海ネットワークセンターのiW報交流誌｢おうみﾈｯﾄ｣は次のところに配布しています。
･各地域振興局､県民!|W報室､県内図撫館､琵琶湖博物館､男女共同参画センター､文化産業交流会館､陶芸の森、
草津まちづくりセンター､県社協ボランティアセンター､大津市生涯学習センター､さきらホール､滋賀銀行､滋賀県信用
組合､郵便局(ボランティア貯金窓口>､公民館など
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